
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
登
録
の
申
請
）

（
登
録
の
申
請
）

第
一
条

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
三
百
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
四
条
第
二
項

の
毒
物
又
は
劇
物
の
製
造
業
又
は
輸
入
業
の
登
録
申
請
書
は
、
別
記
第
一
号
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
一
条

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
三
百
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
四
条
第
二
項

の
登
録
申
請
書
は
、
別
記
第
一
号
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
登
録
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
の
規
定
に
よ

る
登
録
等
の
申
請
又
は
届
出
（
以
下
「
申
請
等
の
行
為
」
と
い
う
。）の
際
都
道
府
県
知
事
に
提
出
さ
れ
た
書
類

に
つ
い
て
は
、
当
該
登
録
申
請
書
に
そ
の
旨
が
付
記
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
の
登
録
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
の
規
定
に
よ

る
登
録
等
の
申
請
又
は
届
出
（
以
下
「
申
請
等
の
行
為
」
と
い
う
。）の
際
地
方
厚
生
局
長
に
提
出
さ
れ
た
書
類

に
つ
い
て
は
、
当
該
登
録
申
請
書
に
そ
の
旨
が
付
記
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
、
当
該
登
録
申
請
書
の
提
出
先
と
さ
れ
る

都
道
府
県
知
事
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
識
別
す
る
た
め
の
文
字
、
記
号
そ
の
他
の
符
号
又
は
こ
れ
ら

の
結
合
を
そ
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
入
力
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
自
動
公
衆
送
信
装
置（
著
作
権
法（
昭

和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
第
九
号
の
五
イ
に
規
定
す
る
自
動
公
衆
送
信
装
置
を
い
う
。）

に
記
録
さ
れ
て
い
る
情
報
の
う
ち
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
の
内
容
を
閲
覧
し
、
か
つ
、
当
該
電
子
計
算
機

に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

第
一
項
の
登
録
申
請
書
に
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
、
当
該
登
録
申
請
書
の
提
出
先
と
さ
れ
る

地
方
厚
生
局
長
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
識
別
す
る
た
め
の
文
字
、
記
号
そ

の
他
の
符
号
又
は
こ
れ
ら
の
結
合
を
そ
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
入
力
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
自
動
公
衆

送
信
装
置
（
著
作
権
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
第
九
号
の
五
イ
に
規
定
す
る
自

動
公
衆
送
信
装
置
を
い
う
。）に
記
録
さ
れ
て
い
る
情
報
の
う
ち
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
の
内
容
を
閲
覧

し
、
か
つ
、
当
該
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
項
の
登
録
申
請
書
に
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
を
要

し
な
い
。

第
二
条

法
第
四
条
第
二
項
の
毒
物
又
は
劇
物
の
販
売
業
の
登
録
申
請
書
は
、
別
記
第
二
号
様
式
に
よ
る
も
の
と

す
る
。

第
二
条

法
第
四
条
第
三
項
の
登
録
申
請
書
は
、
別
記
第
二
号
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
登
録
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
申
請
等
の
行
為

又
は
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律

第
百
四
十
五
号
）
第
四
条
第
一
項
の
許
可
若
し
く
は
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
許
可
の
申
請
の
際
当
該
登
録

申
請
書
の
提
出
先
と
さ
れ
て
い
る
都
道
府
県
知
事
、
地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条

第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
市
（
以
下
「
保
健
所
を
設
置
す
る
市
」
と
い
う
。）の
市
長
若
し
く
は
特
別
区
の
区
長

に
提
出
さ
れ
た
書
類
に
つ
い
て
は
、
当
該
登
録
申
請
書
に
そ
の
旨
が
付
記
さ
れ
た
と
き
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
の
登
録
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
申
請
等
の
行
為

又
は
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律

第
百
四
十
五
号
）
第
四
条
第
一
項
の
許
可
若
し
く
は
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
許
可
の
申
請
の
際
当
該
登
録

申
請
書
の
提
出
先
と
さ
れ
て
い
る
都
道
府
県
知
事
、
地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条

第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
市
（
以
下
「
保
健
所
を
設
置
す
る
市
」
と
い
う
。）の
市
長
若
し
く
は
特
別
区
の
区
長

に
提
出
さ
れ
、
又
は
当
該
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
地
方
厚
生
局
長
に
提
出
さ
れ
た
書
類
に
つ
い
て
は
、
当

該
登
録
申
請
書
に
そ
の
旨
が
付
記
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
登
録
の
更
新
の
申
請
）

（
登
録
の
更
新
の
申
請
）

第
四
条

法
第
四
条
第
三
項
の
毒
物
又
は
劇
物
の
製
造
業
又
は
輸
入
業
の
登
録
の
更
新
は
、
登
録
の
日
か
ら
起
算

し
て
五
年
を
経
過
し
た
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
別
記
第
四
号
様
式
に
よ
る
登
録
更
新
申
請
書
に
登
録
票
を
添
え

て
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
条

法
第
四
条
第
四
項
の
毒
物
又
は
劇
物
の
製
造
業
又
は
輸
入
業
の
登
録
の
更
新
は
、
登
録
の
日
か
ら
起
算

し
て
五
年
を
経
過
し
た
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
別
記
第
四
号
様
式
に
よ
る
登
録
更
新
申
請
書
に
登
録
票
を
添
え

て
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
八
号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
六
十
六
号
）
及
び
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
政
令
等
の
整
理
に
関
す
る
政
令
（
平
成
三
十
年
政
令
第
二
百
九
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
六
十
一
号
）
第
三
十

七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
年
十
月
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠





２

法
第
四
条
第
三
項
の
毒
物
又
は
劇
物
の
販
売
業
の
登
録
の
更
新
は
、
登
録
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
年
を
経
過

し
た
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
別
記
第
五
号
様
式
に
よ
る
登
録
更
新
申
請
書
に
登
録
票
を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と

に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
四
条
第
四
項
の
毒
物
又
は
劇
物
の
販
売
業
の
登
録
の
更
新
は
、
登
録
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
年
を
経
過

し
た
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
別
記
第
五
号
様
式
に
よ
る
登
録
更
新
申
請
書
に
登
録
票
を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と

に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
登
録
簿
の
記
載
事
項
）

（
登
録
簿
の
記
載
事
項
）

第
四
条
の
五

登
録
簿
に
記
載
す
る
事
項
は
、
法
第
六
条
に
規
定
す
る
事
項
の
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
四
条
の
五

登
録
簿
に
記
載
す
る
事
項
は
、
法
第
六
条
に
規
定
す
る
事
項
の
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

（
削
る
）

四

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
六
十
一
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
三
十

六
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
簿
の
送
付
が
行
わ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
登
録
等
の
権
限
を
有
す

る
者
の
変
更
が
あ
つ
た
旨
及
び
そ
の
年
月
日

（
特
定
毒
物
研
究
者
の
許
可
の
申
請
）

（
特
定
毒
物
研
究
者
の
許
可
の
申
請
）

第
四
条
の
六

（
略
）

第
四
条
の
六

（
略
）

２

前
項
の
許
可
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
申
請
等
の
行
為

の
際
当
該
許
可
申
請
書
の
提
出
先
と
さ
れ
て
い
る
都
道
府
県
知
事
（
特
定
毒
物
研
究
者
の
主
た
る
研
究
所
の
所

在
地
が
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市

（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。）の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
指
定
都
市
の
長
。
第
四
条
の
八
に
お
い

て
同
じ
。）に
提
出
さ
れ
た
書
類
に
つ
い
て
は
、
当
該
許
可
申
請
書
に
そ
の
旨
が
付
記
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

２

前
項
の
許
可
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
申
請
等
の
行
為

の
際
当
該
許
可
申
請
書
の
提
出
先
と
さ
れ
て
い
る
都
道
府
県
知
事
（
特
定
毒
物
研
究
者
の
主
た
る
研
究
所
の
所

在
地
が
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市

（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。）の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
指
定
都
市
の
長
。
第
四
条
の
八
に
お
い

て
同
じ
。）に
提
出
さ
れ
、
又
は
当
該
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
地
方
厚
生
局
長
に
提
出
さ
れ
た
書
類
に
つ
い

て
は
、
当
該
許
可
申
請
書
に
そ
の
旨
が
付
記
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

第
十
一
条
の
三
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
三
十

年
政
令
第
二
百
六
十
一
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
三
十
六
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
講
じ
る
措
置

の
内
容
を
記
載
し
た
書
面

四

第
十
一
条
の
三
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
令
第
三
十
六
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

講
じ
る
措
置
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面

（
毒
物
劇
物
取
扱
責
任
者
に
関
す
る
届
出
）

（
毒
物
劇
物
取
扱
責
任
者
に
関
す
る
届
出
）

第
五
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

２

前
項
の
届
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
申
請
等
の
行
為
の
際
当

該
届
書
の
提
出
先
と
さ
れ
て
い
る
都
道
府
県
知
事
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
に
提

出
さ
れ
た
書
類
に
つ
い
て
は
、
当
該
届
書
に
そ
の
旨
が
付
記
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
の
届
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
申
請
等
の
行
為
の
際
当

該
届
書
の
提
出
先
と
さ
れ
て
い
る
地
方
厚
生
局
長
、
都
道
府
県
知
事
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
若
し
く

は
特
別
区
の
区
長
に
提
出
さ
れ
、
又
は
当
該
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
地
方
厚
生
局
長
に
提
出
さ
れ
た
書
類

に
つ
い
て
は
、
当
該
届
書
に
そ
の
旨
が
付
記
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
登
録
の
変
更
の
申
請
）

（
登
録
の
変
更
の
申
請
）

第
十
条

（
略
）

第
十
条

（
略
）

２

都
道
府
県
知
事
は
、
登
録
の
変
更
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
年
月
日
を
申
請
者
に
通

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

地
方
厚
生
局
長
は
、
登
録
の
変
更
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
年
月
日
を
申
請
者
に
通

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
毒
物
劇
物
営
業
者
及
び
特
定
毒
物
研
究
者
の
届
出
）

（
毒
物
劇
物
営
業
者
及
び
特
定
毒
物
研
究
者
の
届
出
）

第
十
一
条

（
略
）

第
十
一
条

（
略
）

２

前
項
の
届
書
（
法
第
十
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
十
条
の
三
第
一
号
若
し
く
は
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係

る
も
の
に
限
る
。）に
は
、
設
備
の
概
要
図
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
申
請
等
の
行
為
の
際
当

該
届
書
の
提
出
先
と
さ
れ
て
い
る
都
道
府
県
知
事
、
指
定
都
市
の
長
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特

別
区
の
区
長
に
提
出
さ
れ
た
設
備
の
概
要
図
に
つ
い
て
は
、
当
該
届
書
に
そ
の
旨
が
付
記
さ
れ
た
と
き
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
の
届
書
（
法
第
十
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
十
条
の
三
第
一
号
若
し
く
は
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係

る
も
の
に
限
る
。）に
は
、
設
備
の
概
要
図
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
申
請
等
の
行
為
の
際
当

該
届
書
の
提
出
先
と
さ
れ
て
い
る
地
方
厚
生
局
長
、
都
道
府
県
知
事
、
指
定
都
市
の
長
、
保
健
所
を
設
置
す
る

市
の
市
長
若
し
く
は
特
別
区
の
区
長
に
提
出
さ
れ
、
又
は
当
該
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
地
方
厚
生
局
長
に

提
出
さ
れ
た
設
備
の
概
要
図
に
つ
い
て
は
、
当
該
届
書
に
そ
の
旨
が
付
記
さ
れ
た
と
き
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。

（
身
分
を
示
す
証
票
）

（
身
分
を
示
す
証
票
）

第
十
四
条

法
第
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
証
票
は
、
別
記
第
十
五
号
様
式
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
十
四
条

法
第
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
証
票
は
、
別
記
第
十
五
号
様
式
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
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（
収
去
証
）

（
収
去
証
）

第
十
五
条

法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
が
毒
物
若
し
く
は
劇
物
又
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
物
を

収
去
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
第
十
六
号
様
式
に
よ
る
収
去
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
五
条

法
第
十
七
条
第
一
項
（
令
第
三
十
六
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す

る
権
限
に
属
す
る
事
務
を
都
道
府
県
知
事
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
当
該
職
員
が
毒
物
若
し
く
は
劇
物
又
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
物
を
収
去
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
第
十

六
号
様
式
に
よ
る
収
去
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
手
数
料
の
納
付
）

（
削
る
）

第
十
九
条

法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
国
庫
の
収
入
と
な
る
手
数
料
の
納
付
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
金
額
に
相

当
す
る
収
入
印
紙
を
申
請
書
に
は
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
申
請
書
又
は
届
書
の
提
出
部
数
）

（
削
る
）

第
二
十
条

こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
地
方
厚
生
局
長
に
提
出
す
る
申
請
書
又
は
届
書
の
提
出
部
数
は
、
正
副
二

通
と
す
る
。

（
読
替
規
定
）

（
削
る
）

第
二
十
一
条

製
剤
製
造
業
者
等
（
原
体
の
製
造
（
小
分
け
を
除
く
。）又
は
原
体
の
輸
入
を
行
う
た
め
、
第
十
条

第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
の
変
更
の
申
請
を
行
う
者
を
除
く
。）に
つ
い
て
の
第
一
条
及
び
第
十
条
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
第
二
項
中
「
地
方
厚
生
局
長
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
等
の
行
為
の
際
当
該
登
録
申
請

書
の
提
出
先
と
さ
れ
て
い
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
さ
れ
、
又
は
当
該
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
地
方
厚
生

局
長
」
と
、
第
十
条
第
二
項
中
「
地
方
厚
生
局
長
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
す
る
。

（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
事
務
の
取
扱
い
）

（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
事
務
の
取
扱
い
）

第
十
九
条

都
道
府
県
知
事（
販
売
業
に
つ
い
て
は
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
及
び
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。

次
項
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
毒
物
又
は
劇
物
の
製
造
業
、
輸
入
業
又
は
販
売
業
の
登
録
及
び
登
録
の
更
新
に
関

す
る
事
務
（
次
項
に
お
い
て
「
登
録
等
の
事
務
」
と
い
う
。）の
全
部
又
は
一
部
を
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
つ

て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
登
録
簿
は
、
磁
気
デ
ィ
ス
ク
（
こ
れ
に
準
ず
る
方
法

に
よ
り
一
定
の
事
項
を
確
実
に
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
物
を
含
む
。）に
記
録
し
、こ
れ
を
も
つ
て
調
製
す
る
。

第
二
十
二
条

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
及
び
特
別
区
の
区
長
を
含

む
。
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
毒
物
又
は
劇
物
の
製
造
業
、
輸
入
業
又
は
販
売
業
の
登
録
及
び
登

録
の
更
新
に
関
す
る
事
務
（
次
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
登
録
等
の
事
務
」
と
い
う
。）の
全
部
又
は
一

部
を
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
つ
て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
登
録
簿
は
、
磁
気

デ
ィ
ス
ク
（
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
事
項
を
確
実
に
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
物
を
含
む
。
次
条

第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
記
録
し
、
こ
れ
を
も
つ
て
調
製
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
登
録
簿
の
送
付
の
特
例
）

（
削
る
）

第
二
十
三
条

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ

つ
て
登
録
等
の
事
務
を
取
り
扱
う
場
合
に
お
い
て
、
令
第
三
十
六
条
の
八
の
規
定
に
よ
り
登
録
簿
の
う
ち
同
条

第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
者
に
関
す
る
部
分
を
都
道
府
県
知
事
又
は
厚
生
労
働
大
臣
に
送
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
部
分
の
送
付
に
代
え
て
、
電
子
情
報
処
理
組
織
に

よ
つ
て
当
該
部
分
の
内
容
を
当
該
都
道
府
県
知
事
又
は
厚
生
労
働
大
臣
に
通
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。た
だ
し
、

電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
つ
て
登
録
等
の
事
務
を
取
り
扱
わ
な
い
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
行
う
通
知
は
、
書

面
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該

通
知
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
、
登
録
簿
に
記
載
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
磁
気
デ
ィ
ス
ク
を
も
つ
て
調

製
す
る
登
録
簿
に
あ
つ
て
は
、
記
録
）
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る
手
続
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る
手
続
）

第
二
十
条

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
書
類
の
提
出
（
特
定
毒
物
研
究
者
に
係
る

も
の
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
書
類
の
各
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
記
録
し
た
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク

並
び
に
申
請
者
又
は
届
出
者
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
申
請
又
は
届
出
の
趣
旨
及
び
そ
の
年
月
日
を
記
載
し
た

書
類
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
四
条

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
書
類
の
提
出
（
特
定
毒
物
研
究
者
に
係

る
も
の
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
書
類
の
各
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
記
録
し
た
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス

ク
並
び
に
申
請
者
又
は
届
出
者
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
申
請
又
は
届
出
の
趣
旨
及
び
そ
の
年
月
日
を
記
載
し

た
書
類
（
次
項
に
お
い
て
「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
等
」
と
い
う
。）を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
こ
と

が
で
き
る
。
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（
表
略
）

（
表
略
）

（
削
る
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
書
類
の
提
出
に
代
え
て
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
等
を
提

出
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
十
条
中
「
正
副
二
通
」
と
あ
る
の
は
、「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
一
枚
並
び

に
申
請
者
又
は
届
出
者
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
申
請
又
は
届
出
の
趣
旨
及
び
そ
の
年
月
日
を
記
載
し
た
書
類

正
副
二
通
」
と
す
る
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

第
二
十
一
条

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
工
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）

に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
（
以
下
「
日
本
工
業
規
格
」
と
い
う
。）Ｘ
六
二
二
三
号
（
昭
和
六
十
二
年
）
に
適
合

す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
五
条

前
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
工
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十

五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
（
以
下
「
日
本
工
業
規
格
」
と
い
う
。）Ｘ
六
二
二
三
号
（
昭
和
六
十
二
年
）

に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

第
二
十
二
条

第
二
十
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
二
十
六
条

第
二
十
四
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
方
式
に
従
つ
て
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
貼
り
付
け
る
書
面
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

第
二
十
三
条

第
二
十
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
三
号（
昭
和
六
十
二
年
）

に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条

第
二
十
四
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
三
号
（
昭
和

六
十
二
年
）
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
権
限
の
委
任
）

（
権
限
の
委
任
）

第
二
十
四
条

法
第
二
十
三
条
の
三
第
一
項
及
び
令
第
三
十
六
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
厚

生
労
働
大
臣
の
権
限
は
、
地
方
厚
生
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
次
に
掲
げ
る
権
限
を
自

ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

第
二
十
八
条

法
第
二
十
三
条
の
六
第
一
項
及
び
令
第
三
十
六
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
厚

生
労
働
大
臣
の
権
限
は
、
地
方
厚
生
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま

で
（
第
六
号
に
掲
げ
る
権
限
に
あ
つ
て
は
厚
生
労
働
大
臣
が
第
五
号
に
掲
げ
る
権
限
を
自
ら
行
つ
た
場
合
に
限

る
。）、
第
八
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
権
限
を
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

（
削
る
）

一

法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
法
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
権

限

（
削
る
）

二

法
第
七
条
第
三
項
（
法
第
二
十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
権
限

（
削
る
）

三

法
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
権
限

（
削
る
）

四

法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
権
限

一

法
第
十
九
条
第
五
項
（
法
第
二
十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
権
限

五

法
第
十
九
条
（
法
第
二
十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
権
限

二

法
第
二
十
二
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
権
限

六

法
第
二
十
条
第
二
項
（
法
第
二
十
二
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
権
限

（
削
る
）

七

法
第
二
十
一
条
第
一
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
権
限

三

（
略
）

八

法
第
二
十
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
権
限

四

法
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
権
限

九

法
第
二
十
三
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
権
限

（
削
る
）

十

令
第
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
権
限

（
削
る
）

十
一

令
第
三
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
権
限

（
削
る
）

十
二

令
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
権
限

（
削
る
）

十
三

令
第
三
十
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
権
限

（
削
る
）

十
四

令
第
三
十
六
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
権
限

（
削
る
）

十
五

令
第
三
十
六
条
の
八
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
権
限

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



別
記
第
一
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報



別
記
第
三
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



別
記
第
四
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報



別
記
第
八
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



別
記
第
九
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報



別
記
第
十
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



別
記
第
十
一
号
様
式
の

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報



別
記
第
十
一
号
様
式
の

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



別
記
第
十
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報



別
記
第
十
三
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



別
記
第
十
五
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
第
十
六
号
様
式
中「

第
17条
」

を「
第
18条
」

に
改
め
る
。

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報



別
記
第
十
七
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
五
号
に
規
定
す
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。）に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報 


